
令和4年度
【新温泉町】認知症地域支援推進員活動報告

 【新温泉町】の認知症地域支援推進員について
 1 認知症地域支援推進員： 3 名

 2 認知症地域支援推進員の役割

 （1）認知症の理解を深めるための普及・啓発
 ア 認知症サポーター養成講座の実施

 イ 認知症講演会の実施

ウ 町内専門職向け認知症対応力向上研修の開催

エ 地域での認知症について出前講座の開催

 オ 認知症予防・健康づくりセミナーの開催

 カ アルツハイマー月間の取組

 （２）認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等提供
 ア 認知症ケアパス(認知症支援ガイドブック)の普及

 イ 在宅医療・介護連携推進事業の実施

 ウ 但馬圏域・鳥取県東部圏域退院支援ガイドラインの活用

 （３）認知症の人や介護者支援
 ア オレンジカフェのPRと運営

 イ 立ち上がったオレンジカフェの協働を推進するため、カフェ連絡会の開催

 （４）認知症の人を含む地域づくり推進
 ア 高齢者見守り事業所の拡大(登録事業所を増やす)

 イ 社会福祉協議会などと連携した地域づくりの推進

 ウ 認知症高齢者等見守りＳＯＳネットワークの推進

令和4年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）

報告者氏名： 新温泉町地域包括支援センター 稲葉政人



【新温泉町】認知症施策全体図

①早期発見・
早期対応へ

の対応

②医療体制の
強化・充実

③地域支援

④人材育成

⑤若年性認知
症対策

・認知症初期集中支援チーム員会議の運営(平成29年度から)

・地域への出前講座による啓発活動(認知症の知識・認知症予防体操など)    

・認知症サポーター養成講座の実施

・認知症地域支援推進員を設置し、関係機関との連携に努める

・認知症ケアパスの作成と、随時見直しの実施

・「認知症対策会議」を地域ケア会議に位置づけ、意見を町施策へ反映

・認知症の疑いのある方の主治医連絡、相談の徹底。専門医療機関への紹介

・認知症カフェを圏域ごとに設置し、本人や家族が集い、繋がる場所を作る

・認知症高齢者等見守り・SOSネットワークの構築

・いきいき百歳体操の推進による、住民同士の支えあい・見守り体制づくり

・兵庫県が開催する認知症対応力向上研修について、引き続き病院や介護保険施設等へ

の情報提供

・町内専門職向け認知症対応力向上研修の開催。

・地域ケア会議を継続的に開催し、介護支援専門員、介護事業所、地域包括支援センタ

ー等、多職種での検討をする中で、ケアマネジメント力の向上や更なる質の高いケア

人材の育成

・「若年性認知症支援ハンドブック」の活用

・「認知症の相談窓口」を地域包括支援センターに設置し、地域住民等に啓発

・「オレンジカフェ」の積極的なPR



【新温泉町】R4年度認知症地域支援推進員具体的活動報告
・認知症の正しい理解を広めるための普及啓発

1 認知症カフェ

令和4年度は、コロナウイルスの流行状況に合わせながらの

開催となりました。カフェを実施する中でピアサポートを行い、

認知症への正しい理解ができるよう町内3カフェ合同で考え方を

共有しながら実施しました。

●令和4年度開催状況集い名 開催日 開催場所 対象者 内容 参加費 圏域

オレンジカフェ
「ひとやすみ」

毎月第3木曜日
13：30-

15：30

サンシーホール浜坂
(新温泉町浜坂1903-

1)

認知症の人
とその家族
地域の方

情報交換
意見交換
自由な会話

100円
(茶菓子代)

浜坂地域

オレンジカフェ
「ほっこり茶屋」

毎月第4火曜日
13：30-

15：00

ほっこり庵
(新温泉町湯894番地)

認知症の人
とその家族
地域の方

情報交換
意見交換
自由な会話

100円
(茶菓子代)

温泉地域

認知症＆予防カフェ
うたお茶カフェ
「のどか」

毎月第1水曜日
13：30-

15：00

特別養護老人ホーム
ゆむら
(新温泉町歌長字熊田
600番地)

認知症の人
とその家族
地域の方

情報交換
意見交換
自由な会話

100円
(茶菓子代)

温泉地域



【新温泉町】R4年度認知症地域支援推進員具体的活動報告
・認知症の正しい理解を広めるための普及啓発

２ アルツハイマー月間の取組

「認知症になっても大丈夫だで」と言えるまちにをテーマに、様々な

場所で普及啓発を実施しました。

本庁舎のライトアップ 町立図書館に認知症書籍コーナーを設置



【新温泉町】R4年度認知症地域支援推進員具体的活動報告
・認知症の正しい理解を広めるための普及啓発

３ 若年性認知症当事者を招いての町民向けフォーラム

の実施

開催案内 フォーラムの様子



【新温泉町】R4年度認知症地域支援推進員具体的活動報告
・認知症の正しい理解を広めるための普及啓発

4 神戸大学と共同による認知症予防・健康づくり

セミナーの実施

開催案内 セミナー会場の様子



●普及啓発活動を振り返って

(効果）

・認知症カフェ、アルツハイマー月間の一斉啓発、若年性認知症

当事者を招いての町民向けフォーラム、認知症予防・健康づくり

セミナーと様々な手段を用いて普及啓発活動を行った。多くの

方達への働きかけが可能となり、認知症の正しい理解へとつな

がった。

最後に・・・

認知症は誰でもなる可能性があります。

地域全体で、「認知症になっても大丈夫だで。なったら

助けてな。私も助けるで。」と言えるような地域づくり

を推進していきます。


